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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年 7 月 4 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしました

のでお知らせいたします。 
記 

（金額の単位：百万円） 

平成 26 年５月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 25 年６月１日～平成 25 年 11 月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株 当 た り

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 1,230 △ 73 △ 73 △ 75 △ 24.34
今 回 修 正 予 想 ( B ) 642 △ 191 △ 188 △ 188 △ 61.10
増 減 額 ( B - A ) △ 587 △ 118 △ 115 △ 113  

増 減 率 ( % ) △ 47.8 － － －  

（ご参考）前期第2四半期実績 
（ 平 成 2 5 年 5 月 期 第 2 四 半 期 ） 972 △ 75 △ 71 △ 72 △ 23.55

 

平成 26 年５月期通期連結業績予想数値の修正（平成 25 年６月１日～平成 26 年５月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株 当 た り

当期純 利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 2,650 102 102 82 26.61
今 回 修 正 予 想 ( B ) 1,650 △ 100 △ 100 △ 103 △ 33.42
増 減 額 ( B - A ) △ 1,000 △ 202 △ 202 △ 185  

増 減 率 ( % ) △ 37.7 － － －  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 5 年 5 月 期 ） 2,186 25 25 19 6.35

 

平成 26 年５月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 25 年６月１日～平成 25 年 11 月 30 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
1 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 1,230 △ 70 △ 72 △ 23.36
今 回 修 正 予 想 ( B ) 644 △ 181 △ 182 △ 59.34
増 減 額 ( B - A ) △ 585 △ 111 △ 110  

増 減 率 ( % ) △ 47.6 － －  

（ご参考）前期第2四半期実績 
（ 平 成 2 5 年 5 月 期 第 2 四 半 期 ） 973 △ 63 △ 64 △ 20.93

 



 

平成 26 年５月期通期個別業績予想数値の修正（平成 25 年６月１日～平成 26 年５月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
1 株 当 た り

当 期 純 利 益

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 2,650 100 80 25.96
今 回 修 正 予 想 ( B ) 1,650 △ 90 △ 93 30.18
増 減 額 ( B - A ) △ 1,000 △ 190 △ 173  

増 減 率 ( % ) △ 37.7 － －  

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 5 年 5 月 期 ） 2,186 34 23 7.73

 

修正の理由 

第２四半期累計連結業績は、「たまごっち」、「プリキュア」シリーズを含めた主力 OEM 製品シリーズ等は計画に

対し、堅調に推移しました。しかしながら、上半期の売上予算の多くを占めておりましたオリジナル商品販売等は、

「イエギンチャク」シリーズ、「ゴミントルわんこ」シリーズ、「富士山バンク 3776」シリーズ等を発売し、積極的に

営業に努めましたが、最大の商戦期である年末・クリスマス商戦に向けた出荷が低調に推移し、あわせて上半期中

に発売された新規の OEM 製品販売も低調であり、予定をしていたリピート受注等が減少したことから、第２四半期

累計期間の売上高は、期初の予想より概ね５億 87 百万円程度減少する見込みであります。 

損益面においては、売上高の減少に伴い営業損失、経常損失及び四半期純損失とも損失幅が拡大する見込みであ

ります。 

通期の連結業績予想につきましては、第２四半期累計期間の減少分に加え、下半期における OEM 製品販売受注見

込みの見直し、オリジナル商品販売の上半期における販売状況等を考慮し発売計画を改めて見直した結果、概ね売

上高で 16 億 50 百万円程度になる見込みです。 

また、利益面においては、引き続き、売上高の減少に対処するため、経費面の更なる削減を実施してまいります

が、最終的に経常損失１億円、当期純損失１億３百万円となる見込みです。 

 

なお、個別業績予想の修正理由の内容も、連結業績予想と同様であります。 

以 上 
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